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3,4,6,9,12 カ月に各種評価を行った．筋体積についてはスライスされた MRI 画像から
算出した．画像上で大腿四頭筋を構成する内側広筋，外側広筋，中間広筋および大腿直
筋を判別し，断面積計測を行い，これを重ね合わせて体積を計算をした．筋トルクは等











再建術後の筋力回復とスポーツ復帰」として雑誌臨床スポーツ医学 28 巻 1 号（2011）
に掲載されている． 


















なかった 5 名の ACL 術後患者の場合には BI 値の増加は認められなかったが，振動刺






impedance analysis を用いた検証−」，としてスポーツ科学研究 8 巻（2011）に掲載さ
れた. 





常のリハビリテーション群）の 3 群にわけ，術後 1 カ月から 2 カ月間電気刺激を施行







リテーションの有効性」として東京有明医療大学雑誌 2 巻（2011）に掲載された． 
今回の一連の研究は，ACL再建術後における大腿四頭筋の筋機能の低下と，それから
生ずる競技復帰への過程における問題点を抽出し，早期復帰に至る多面的な検討を行っ
た研究である．研究計画には反省点もあるが，ACL再建術後の長期にわたるリハビリテ
ーションの詳細を，大腿四頭筋の筋体積と筋活動の視点からとらえ，有効なリハビリテ
ーション法の開発を目指して研究した点，水腫や浮腫等のリハビリテーション阻害要因
を詳細に検討した点，また拮抗筋電気刺激療法をACL術後リハビリテーションに応用し
た点など，学問的に価値ある研究と言える．これら一連の研究は，櫻井敬晋氏が主体的
に行って来たものであり，櫻井敬晋氏は、博士（スポーツ科学）の学位を授与するに十
分値するものと認める． 
以上 
